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事業場点描の 原稿を依頼され ，いささかとまどいを 感じ乍らも回り 順番な 

ら致し方なしと 勇をふるって   執筆を走らせることとします。 

何せ普段がらヂ 紙もろくに書かないため ，あ らたまって文章となると 何から 

害き出 。 し，阿 んで結末をつけようかと 頭の中はさながら 都会のラッシュア ヮ 

一の如き     伏 態ですので， 多少 辻 つまのあ れない面は ， 平に 御 容赦をお願い 致 

しておきます。 

さて 当 場を紹介するには 所在地が横寺町とは 云 いながら， 町 より可成離れ 

た一部落なため ，道順よりお 話し致しましょう ， 先ず基点を興 浜ノヒ 線の終着 

駅であ るⅡ ヒ見 枝幸弘とします ，そこより真直ぐ 国道 238 号線に向 い 300m 程 行き 

ますと道中はそ う 広くあ りませんが，これから 通る同道 238 号線に出ます。 そ 

こを右折し，左側に ， : 目とは云え未だ 海   % 不に 張りつめた 川 くの海， 海 明を心 

待ちにしている 漁船，右側には、 「をす つ ほりか， づた歌登岳 をながめながら 

途中， ノヒ兄卍別 Jll や岡島という 小部落を通り 南下すること 約 14%km, 目 ざす 

徳志 刑部落に到 右 致します，出場は ， -_ ・ の部落の南側にあ る， さけ ・ます 増 

殖河 lll 他志 刊川 : こかかる楠の 手前より右折 50Om 理人った左側に ， ニの地に 

は不利 ln む、 な感じのする 人きな建物がそうで す， 

巴は， この 朋 蒲も 沌業に又 農業にと開拓老も 多く入り戸数も ]00 戸別Ⅱを 

数えたと云われていま -@- が， 今はその面影がなく、 漁業と酪農をⅡに 花は 40 
円余の小さな 邪落 となっていまず ， 

Ⅲ 耶落 ㌢の由来 は ，北海道の各Ⅲ・ 十す @ 市 @4: 王 アイヌ語よりきてわり「枝幸町 史 」 
;: よりますと， トク シシウシヘッけ ，めますの多いⅡ l) とも しフウシベツ 川 

( 根山竹の多いⅡ l@  とも解されて。 ますが，土地台帳 より 追うと トプフ ウ 

、 ン とあ るので開拓者達が 根 曲竹   のため，労したことから ，根山竹の多い 川 

が正，しいとされています ，従が ，て， トフフゥシ が現在㈹他志別に 変ったも 
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ものと解されます。 

当場は ， ニの根山竹の 多い川即ち 徳 忠則 Jll 河口より l-@ 約 lkm の所にあ り   

徳志 別にて再生産のため 捕 接される， さけ， さくらます，から ，とまずの 3 

魚種について ，ふ化放流を 行なっています。 

この川での，ふ 化事業は大正 7 年当時の枝 幸 漁業組合がアトキンヌ、 式 ふ化 

槽 2 間 槽 6 本を使用したのが 最初で， その後昭和 9 年官営に移行するまで 同 

組合の運営で 行なわれていました。 官営移行後は ， 道 より 回へ 移行しました 

が，事業 は 年々その実績を 挙げ，北海道でも 有数の増殖河川 l としてその日的 

を達成しつっあ りました 処 ，昭和 36 年何Ⅱ l のⅡ流にあ る水席鉱山より 鉛及 亜 

鉛，銅の選鉱廃水が 支流 オ フンタルマナ ィ川 l を 経て微志 別 Ⅱ @ 流れこみ 36 年 

は は ポ 012,000 尾， 37: ギ ・， 20 ， 00(@ のそ l.J%. 魚、 が努 死するというアクシデン 卜に 

兄舞 れました，その 後，鉱山保安局，非人，ふ 化場 3 イによる調査の 結果重 

金属による鉱毒が 原因 と 判明，同紙業所に 中和の薬液 ;@ り 、 ，沈殿池㈲増設を 

指示し実行の 結果徐々にではあ りますが 弊 死も減少， 4U 竿にはほぼ難陀 も兄 

肖 らなくなりましたが ， その後遺症 は 後々 迄 ひびき ， 時にさくらます ， 

からふとますは 未だ， もとの姿に迄で   立ち 輔   っては い ません，しかしさけに 

ついては， 移舶卯 ㈲受給もあ ㌧てか現在では 毎臼 : 約 5.OOM 尾前後の回帰もあ 

り，海面においてもその 水場は年々 向 Ⅱの   . 途をたど ，フ ていまず。 

@@@, @@ ハ @1c   
収容能力 1920 万粒のふ化 室 が出水ました。 クリーソ 、 色の外壁，青緑色の 屋根， 

長さ g0m にもおよぶ 施 段は誠にずばらしいものです ， lH 施設もそのままに 

してあ り総収容数は 約 2300 万粒となります ，ニの施設を 与えられた私達 ( 田 

口事業場長，石村校目 は， 幸せ 老と 思 い 益々オホーツク 海ロ ヒ部 海域の資源 

僧戒に意欲をふるいおこしている 現在です " 

今年の海明けは ，暖冬異変のせいか   下そうです。 稚魚、 も身体 - 杯 春の日差 

しを ぅけ，撒 かれる餌に飛びつき ，体力の調整に 余念があ りません " 気は早・ ， 

北の海をめざしているのでしょう   

施 設 の 能 力 
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